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A.研究目的 

進行性核上性麻痺(PSP)の背景病理の生前

評価と客観的重症度指標の確立は、診断精度

の向上や疾患修飾薬の開発を促進する上で、

極めて重要である。最近我々はヒト生体にお

ける脳内タウ蓄積を定量的に評価可能な、陽

電子放射断層撮影(PET)用の新規薬剤である

[11C]PBB3を開発し、本リガンドがPSPにおける

タウタンパク病変にも結合することを報告し

た(Neuron 2013)。本研究では、[11C]PBB3-PET

を用いて、PSP群における臨床症状とタウ蓄積

の関係を評価し、客観的な重症度の評価法に

ついて検討した。 

 

B.研究方法 (倫理面への配慮) 

NINDS-SPSP(National Institutes of 

Neurological Disorders and Stroke society 

for PSP)臨床診断基準を用いて PSP と診断し

た 14 例と、年齢調整をし、心理学的検査など

で問題のなかった健常者 13 例を対象として、

アミロイドβタンパク用リガンド[11C]PiB お

よびタウタンパク用リガンド[11C]PBB3 を用
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